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1 はじめに
ネットワークや端末の技術の進展により, 近い将来ユ

ビキタス環境が実現されようとしている. ユビキタス環
境では, 多種の機器, 機能が偏在し, 様々なサービスを提
供している. この環境下では, 利用者の要求は多様なも
のとなる. 現在, 我々は, このような利用者の要求に応え
るため, 複数のWebサービスを複合したサービスを提
供するための基盤システムの研究・開発を進めている.
本システムでは, 利用者の要求を, その内容に応じて集
中処理方式と巡回処理方式のいずれかの処理方式によっ
て実行する. 本稿では, このうち, 複数のWebサービス
を巡回し処理を行う巡回型トランザクション処理方式の
実現について述べる.

2 連携処理方式
ユビキタス環境では，ネットワーク上の資源を利用す

るという分散環境の側面と，利用者が携帯端末を持ち移
動するというモバイル環境の側面がある [1]．現在, 我々
は, このようなユビキタス環境におけるサービス合成を
実現する処理方式について研究している.

2.1 集中処理方式

利用者の求めるサービスは, 利用者の状況により変化
する. しかし, 既存のワークフローにもとづくWebサー
ビス連携技術は, サービス要求元の状況変化を考慮して
おらず, 利用者の状況に応じたサービスの複合は困難で
ある. 集中処理方式は, 利用者の要求をワークフロー化
して利用者の位置や要求内容, サービスの実行結果を集
中処理し, それらの情報から呼び出すサービスを切り替
える処理方式である. 集中処理により, 連携システムは,
ワークフロー処理途中に, 呼び出すサービスをその場で
発見し切り替えることが可能になる.

2.2 巡回処理方式

現在のWSBPEL [2]に代表されるサービス連携技術
は, WSBPELサーバが集中的にサービス間のフロー制
御を行う. 巡回処理方式は, サービスプロバイダによる
巡回型 SOAPメッセージの転送によって実現される. 巡
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回型 SOAPメッセージは, 複数の巡回先サービスの実行
引数やその処理結果, サービスプロバイダ間のデータフ
ローが記述される. 巡回処理方式は, それぞれのサービ
スプロバイダが, フロー制御を行い, サービス間のデー
タフローを集中的に処理するサーバを必要としない. さ
らに, SOAPメッセージは, 下位プロトコルにHTTPや
SMTPなどを使用するため, コネクションレスな分散処
理を実現できる.

3 巡回処理システム

3.1 システムの想定環境

巡回処理方式の適用場面として, データベースの巡回
検索が考えられる. まず利用者は携帯端末を持ち，無線
通信を使用して処理を要求したのち，処理結果を待たず
移動する. システムは, 利用者の要求を受け取ると, ネッ
トワーク上の複数のサービスプロバイダを巡回してデー
タを収集する. 利用者の端末が電波到達範囲外へ移動し，
ネットワークへの接続性が切れた場合，利用者は, 別の
ネットワークへ再接続し，処理結果を受け取ることもで
きる.

3.2 巡回型 SOAPメッセージの記述法

本稿で提案する巡回型 SOAPメッセージの記述例を
図 1に示す. 巡回型 SOAPメッセージは, 巡回型ヘッダ
(RoundHeader) を持ち, SOAPメッセージを識別する
一意の識別子 (RoundSoapID) , 処理結果の最終送信先
アドレス (RootAddress) , 処理終了時間 (EndTime) が
記述される.
巡回型 SOAPメッセージは, 複数のサービスプロバイ

ダ間を巡回するため, 各サービスプロバイダに対応した
複数のインタフェース要素を持つ. フォーマットには,
サービスプロバイダの SOAP Body内要素の処理方法
が記述される.

SOAP Body内の各要素は, multiRefタグに格納され
る要素を参照する内容を格納できる. 本記処理方式では,
サービスプロバイダの処理結果をmultiRefタグに格納
し, インタフェース要素にそれを参照する内容を記述す
る. この記述により, サービスプロバイダは, 別のサー
ビスプロバイダの処理結果を受け取る.

transmission要素には, 複数のサービスプロバイダの
アドレス, 処理順番, 処理回数が記述される. サービス
プロバイダは, メッセージ処理後, transmission要素に
より次の送信先を決定する.
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ConditionalSentence要素は, 分岐処理に関する情報
を扱う. 分岐条件を定義し, サービスプロバイダは, 条
件を満たした場合, メッセージの次の送信先を変更する.
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図 1 巡回型 SOAPメッセージの記述例

3.3 システム構成

本システムの全体構成を図 2に示す. 本システムは,
オペレーティングシステム上のミドルウェアとして実装
している. システムは, Javaで記述しており, サービス
の要求には巡回型 SOAPメッセージを用い, その通信プ
ロトコルにはHTTPまたは SMTPを用いる. ディレク
トリサービスは, サービスプロバイダのインタフェース
情報, アドレス, 提供しているサービスの名前, サービス
内容を管理し, 利用者からの検索を可能にする.
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図 2 巡回処理方式

利用者は，まず,ディレクトリサービスを利用してサー
ビスプロバイダを検索し発見する．利用者は, サービス
プロバイダの実行順番, サービスの実行引数, 処理終了

時間を決定する. クライアントアプリケーションは, そ
れに基づき巡回型 SOAPメッセージを作成する. この
際,クライアントアプリケーションは,巡回型 SOAPメッ
セージに一意の識別子を生成する. 利用者の端末とサー
ビスプロバイダは，この識別子を記憶し，処理結果の格
納, 受け取り, 障害復旧に使用する．クライアントアプ
リケーションは, 巡回型 SOAPメッセージをサービスプ
ロバイダへ送信し, 処理を依頼する．
サービスプロバイダは, メッセージを受信すると, メッ

セージ内の処理可能なフォーマットを処理し, 格納され
た要素を取り出す. その際, multiRefタグを参照する記
述があると, multiRefタグの要素を取り出す. そして,
サービスプロバイダは, サービスの実行や次の送信先の
決定を行う. サービスプロバイダは, 処理結果を巡回型
SOAPメッセージに格納し, 次のサービスプロバイダに
送信するか, もしくは, 巡回処理が終了した場合や処理
終了時間が経過した場合は, 利用者の端末へ送信する.

3.4 耐障害性

サービスプロバイダは, サービスの処理結果を自身の
持つメッセージボックスに書き込み, メッセージの転送
先の処理の成否を監視する. サービスプロバイダは, 自
身の処理の成否を SOAPメッセージの送信元に通知す
る. 障害発生時，サービスプロバイダのメッセージボッ
クスは，ログとしての働きを担う．メッセージボックス
に保存されている処理結果は，障害直前に行われた処理
結果であり，そのデータから SOAPメッセージの転送
処理を復旧できる．

4 おわりに
本稿では, 複数のWebサービスを複合したサービス

を提供するための基盤システムにおける巡回処理方式に
ついて述べた. 巡回処理方式は, サービスプロバイダに
よる巡回型 SOAPメッセージの転送によって実現され
る. この方式は, 常時駆動しているサーバを必要としな
い, サービス要求元が処理結果を待つ必要がないなどの
利点があり, データベースの巡回検索などに適用可能で
ある.
今後は, サービスプロバイダの移動に適応する巡回型

SOAPメッセージの記述法を検討する予定である.
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